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時に，虫体より抽出した mRN A in vitro 翻訳産生物の抗原性についても同様の検討を加えた。
〔方法〕
赤痢アメーパHM-l: IMSS株栄養体の全虫体成分をSDS-PAGE'とよりゲノレ中に展開後， PVDH 
膜に電気的に転写した。乙れに免疫ウサギ血清および47例のアメーパ症患者血清と，陰性対照として
正常ウサギ血清および 3 例の健康人血清と反応させ，出現バンドの観察と，その出現頻度，各バンド
の相互関係および臨床像との関連について検討した。さらに同栄養型から mRNA を精製し， 乙れを
ウサギ網状赤血球ライセートを用いin vitro において翻訳させた。 乙の翻訳産生物と，免疫ウサギ血
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清および， 47例の患者血清中でELISA において高い抗体価を示した 22例の患者，そして 3 例の健康
人血清との免疫沈降物の SDS-PAGE フルオログラフィーを行ない，出現バンドの解析，および
Western -bl oti ng法による解析結果との比較検討を行なった。
〔成績〕
1. 全虫体成分を用いた，免疫ウサギ血清および、患者血、清のWestern-bl ottingで、は，分子量 160Kd，
58Kd, 52Kd, 40Kd, 37Kd, 35Kd, 33Kd, 31Kd, 26Kd, 25Kd, 22Kd, 19Kd の 12種のバン
ドが出現した。乙のうち 160Kd (89.3%) , 58Kd (93.6 労)， 33 Kd (80.9 %)のバンドの出現頻
度が高く，かっ明瞭であった。また抗体価が高い血清では，本数も多く明瞭なバンドを形成する傾
向が認められた。なお，臨床像とバンド数との関連性は認められなかった。
2. 虫体精製mRNA の in vitro 翻訳産物と免疫ウサギ血清の免疫沈降では，分子量 58Kd， 52Kd, 
40Kd, 33Kd, 25Kd, 22Kd, 19Kd, 13Kd の 8 本， 22例の患者血清とでは， 45Kd, 42 Kd, 40 
Kd, 33Kd, 31 Kd, 26Kd, 25Kd, 22Kd, 19Kd, 13Kd, 12Kd および 9Kd の 12本の主要なバ
ンドが認められた。患者血清において出現したノてンドのうち， 40Kd, 26Kd (8 1.8~ぢ)， 25Kd(95.5 
労)， 22Kd (90.9%)，および 13Kd， 12Kd, 9Kd (100 労)の出現頻度が高かった。




1. 全虫体成分と患者血清とのWestern-blotting、法により高頻度に出現した，分子量 160Kd， 58Kd, 
33Kd のポリペプタイドが，アメーパ症の免疫応答にとって重要な主要抗原である乙とが明らかに
なった。特に 93.6%の頻度で出現した 58Kd のポリペプタイドは， Western-blotting 法における感
染の指標となり'.また診断用抗原として価値の高いものである乙とが示唆された。
2. in vitro において翻訳されたポリペプタイドのうち，患者血清との免疫沈降で809ぢ以上の頻度で
出現した 7 種が免疫応答にとって重要であり，特に全患者血清と反応した分子量 13Kd， 12Kd, 9 
Kd のポリペプタイドの診断的価値が高い乙とが示唆された。







ー赤痢患者血清を材料として 無菌培養した虫体からの抽出抗原 及び虫体抽出 lとより得た mRNA
の試験管内翻訳産物中から，アメーパー患者血清の90%以上に対し免疫反応陽性を示す，数種のポリ
ペプタイド抗原を明らかにした。本知見は赤痢アメーパーの簡易診断法の確立 あるいは本感染症の
詳細な解析に有用であると考えられる。
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